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１ 本事業で装用訓練等を実施した補装具の種類 

☑ 小児筋電義手 

□ 重度障害者用意思伝達装置 

 

２ 事業の目的及び要旨 

日本では筋電義手の公的支給制度の整備が遅れたため、筋電義手の処方量は少な

い。特に小児の筋電義手は普及が進んでいない。筋電義手を導入する対象である小児

の上肢欠損はほとんどが先天性であり、出生時から両手動作の経験がなく、患児は義

手の必要性を感じることなく成長する。また筋電義手を習熟するための訓練では、患

児のこころとからだの発達や変化に合わせた柔軟な対応が必要となる。これらの訓練

を行うための施設および医師・作業療法士などの医療従事者が少ない。これらの要因

に加えて、筋電義手そのものに対する情報がご家族はもちろんのこと、医療関係者に

伝わっていない現状も問題である。本事業が実施される以前は、沖縄県において小児

の上肢欠損に対する筋電義手給付は行われていなかった。当院では平成 30 年度より小

児の義手診療を先駆的に行なっている施設への見学や国立障害者リハビリテーション

センターで行われている小児筋電義手研修会へ参加し、小児筋電義手に関する知識の

習得や診療体制を構築してきた。また同時に、県内の障害を持つ小児を対象としたイ

ベントを開催し、その中で筋電義手の認知度の向上や当事者間のピアサポートを行っ

てきた。このイベントに参加したことをきっかけとして、筋電義手の訓練を開始した

先天性上肢欠損児に対して、県内で初めて筋電義手を支給することができた。その後

も当院をはじめ、県内の医療従事者への研修会を行い、診療体制の整備を行ってき

た。これらの取り組みをさらに推進させる事を目的として、本事業へ応募した。 

 

３ 事業の実施内容 

３－１ 本事業における装用訓練 

本事業対象者：２名 

１） ７歳 女児 先天性両上肢形成不全 

２）１４歳 女児 先天性左前腕形成不全 
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３－２ 本事業で購入した補装具の種類とその数量 

【令和３年度】 

項 目 数量 

電動ハンド（オットーボック 8E51=5） 2 

リストユニット（オットーボック 10S16＝34） 2 

バッテリー（オットーボック 757B3＝0） 2 

電極（オットーボック 13E200＝50/13E200＝60） 3 

接続ケーブル A電極用（オットーボック 13E129=G） 3 

充電器（オットーボック 757L35） 1 

装飾手袋（オットーボック 8S20） 1 

バイトニックリング PC（オットーボック 60X5） 1 

マイオリノリンク （オットーボック 60X6） 1 

コントローラー（オットーボック 9E420） 1 

 

【令和４年度】 

項 目 数量 

電動ハンド （オットーボック 8E51=5） 2 

リストユニット（オットーボック 10S16=34） 2 

コントローラー（オットーボック 9E420=） 2 

電極 （オットーボック 13E200=50/13E200=60） 3 

接続ケーブル A電極用（オットーボック 13E129=G） 3 

バッテリー（オットーボック 757B35=0/757B35=1） 2 

マイオチャージ（オットーボック 757L35） 2 

グローブ（オットーボック 8S20=136×41R4） 1 

エルボーユニット（オットーボック 12K12） 1 

リストユニット（オットーボック 11D12=34） 1 

 

【令和５年度】 

項 目 数量 

コントローラー（オットーボック 9E420=R/9E420=L） 2 

電極（オットーボック 13E200=60） 4 

接続ケーブル A電極用（オットーボック 13E129=G300） 4 

バッテリー（オットーボック 757B35=1） 2 

グローブ（オットーボック 8S20=136×41R4） 1 

グローブ（オットーボック 8S20=162×56L4） 1 
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３－３ 本事業の実施機関における実施体制 

【琉球大学病院】 

 氏名 役職・職種 担当する内容 

1 
神谷 武志 

リハビリテーション部副部長 

整形外科医師 

・義手処方 

・リハ処方 

2 
名嘉 太郎 

リハビリテーション部助教 

リハビリテーション科医師 

・義手処方 

・リハ処方 

3 

金城 政樹 
整形外科臨床講師 

整形外科医師 

・身体機能評価 

・義手作成前の検討 

・義手処方 

4 

仲宗根 素子 
整形外科助教 

整形外科医師 

・身体機能評価 

・義手作成前の検討 

・義手処方 

5 
渡久知 かおり 作業療法士 

・義手訓練の実施 

・適合評価等 

6 
森岡 真人 作業療法士 

・義手訓練の実施 

・適合評価等 

7 長嶺 覚子 理学療法士 ・義手装着運動訓練 

8 亀谷 勇 理学療法士 ・義手装着運動訓練 

 

３－４ 対応経過 

小児筋電義手の公的支給に至るまで、1年以上の訓練経過を行った。初診時その児

の発達状況を評価し、これに合わせ訓練を導入した。前段階として、仮筋電義手を製

作し、装用訓練および日常生活での使用状況を確認し、習熟度を高め、公的支給を使

用した申請を行った。以下に当院における義手診療体制および外部医療機関・地域社

会との連携について記載する。 

 

１）7 歳 女児 先天性両上肢形成不全 

 

 

 

 

 

 

 

 

装用訓練実施児に対しての支援・連携図（沖縄本島在住児童の例） 

 

本人 

保護者 

医師 

OT PT 

琉球大学病院 

・リハビリテーション科・部 

・整形外科 

○義肢装具製作会社 

 （義手作成・修正等） 

○療育センター 

 （残存肢の機能訓練等） 

○小学校 等 

○児童デイサービス 等 

連

携 
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小学校教諭（学校長／担任／支援員）、サービス管理責任者、児童デイサービスと担当

者会議（年 3回）を実施。義手訓練の経過や学校生活での困りごとを共有し、児童の

生活支援・日常における義手の使用方法について議論した。 

 

２）14 歳 女児 先天性左前腕形成不全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装用訓練実施児に対しての支援・連携図（離島在住児の例） 

入院による集中リハビリテーションにて、筋電義手を導入した。ソケットの適合や

筋電義手操作の訓練を実施し、仮筋電義手を作成した。離島の連携病院での訓練導入

前には琉球大学病院医師・作業療法士および義肢装具製作会社職員らが訪問し、筋電

義手勉強会を実施した。同時に症例の情報や訓練に関する指導方法の共有を図った。 

筋電義手勉強会の資料を P13 の「令和５年度 小児筋電義手勉強会」に示す。 

 

３－５ 令和５年度の本事業の実施状況とその経過 

症例１）先天性両上肢形成不全 

装飾用義手の初回導入時から経過を以下に示す。 

年齢 訓練内容 

初診時 

3歳11カ月 

母親・祖父母より、当児童に義手訓練をしたいと希望し来院。 

〇作業療法評価・適合判定実施。 

 残存肢を使用した経験はなく、ADL は足趾にて実施していた。 

 義手なしでの残存肢の活用・上肢の機能訓練より開始。 

地域社会 ○義肢装具製作会社 

（義手作成・修正等） 

○琉球大学病院 

リハビリテーション科/部 

    （医師・OT・PT） 

整形外科 

○県立宮古病院 

リハビリテーション科/部 

（医師・OT） 

整形外科 

本人 

家族 

連携 

連携 

診療連携 

支援 

支援 
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 →児が通院している、児童デイ・療育センターOT と情報共有実施。 

  各事業所にて生活課題を共有し、残存上肢・下肢を使用した訓練共有。 

4 歳〜 〇熱可塑性の材料を使用した仮義手作成。（OTにて作成） 

 義手の装着になれること、義手でできることを検討するために作成。 

 三輪車・ボールの把持動作訓練実施。 

4 歳 6 か月 ○装飾用義手作成。装着訓練実施。 

義手のある自身の姿に慣れること、遊びや日常生活で義手の使用訓練実施。 

手先具：プエルハンドグリッピー 

→児が通院している、児童デイ・療育センターOT と義手の情報共有実施。 

 保育所訪問実施し、義手の使用方法や取り扱いについて情報共有。 

現在〜 ○筋分離訓練実施訓練実施。 

 左上腕に筋電義手を装着することを想定し、分離訓練実施中。 

 

○本事業支給決定後 

 電極の位置確認、筋収縮訓練、装着・ハンドの開閉訓練の実施。 

 装用訓練・操作訓練の実施。 

本事業支給決定後の訓練経過： 

小学校入学と同時に支援サービスの見直しを行い、療育センターでの支援は中止とな

った。当院外来リハビリの通院は小学校入学前に月 2回であったが、入学後は２か月

に１回となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、筋電義手訓練継続中。問題点として、小児用筋電義手肘継ぎ手のパーツの選

択に苦慮している。筋電義手の操作性は可能であるため、今後肘継ぎ手の選定を検討

していきたい。 

 

 

 

 

 

筋分離訓練の様子 装着時の様子 
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症例２）先天性左前腕形成不全 

本事業支給決定後の訓練経過： 

初回の筋電義手の導入は、オットーボック社製の筋電ハンドを使用した。 

 

 

 

 

 

年齢 訓練内容 

初診時 

14歳7か月 

○残存上肢の機能評価（筋力・可動域） 

 初診時評価を以下に示す。             ※欠損肢のみ記載 

 肩関節可動域：屈曲 160° 外転 165° 

 肘関節可動域：屈曲 120° 伸展 0° 

 筋力（MMT）：肩屈曲 5 伸展 4 外転 4 

       肘屈曲 5 伸展 4 

○義手装着前訓練の指導・自宅訓練の指導 

 MMT にて低値の部位に対して、 

装飾用義手装着下での欠損肢の使用・筋力訓練指導。 

○仮ソケット作成 

 熱可塑性プラスチックにて仮ソケット作成（OT にて作成）。 

 ソケット装着訓練の実施。装飾用義手貸し出し。 

○筋電位検出可能か確認 

 断端部の外側にて検出可能。 

 断端 4cm と極端断端のため、1電極での筋電義手の作成を検討。 

14 歳 9 か月 

 

○定期評価実施 

 筋力改善を認め、装飾用義手の装着状況等確認した。 

 筋力（MMT）：肩伸展 4→5 外転 4→5 

       肘屈曲 5 伸展 4 

○上記訓練継続。 

 1 週間の短期入院にて、義手装用訓練を実施することを提案。 

 夏休みを利用して、短期入院義手リハビリテーションの実施を検討した。 

14際11か月 

  〜現在 

○短期入院義手リハビリテーションの実施 

電極の位置確認、筋収縮訓練 

○仮筋電義手作成 

 日常生活動作訓練(食事動作等) 

 IADL 訓練(学校生活を想定した使用訓練) 
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 当院での短期入院リハビリテーション実施後、県立宮古病院での外来通院リハビリ

を依頼した。依頼時の工夫点として義手ノートを作製し、導入時の義手種類を示した

内容や、訓練時の注意点等を記載できるよう作成し、継続的な訓練の実施と地域連携

を図った。筋電義手ノートの内容を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経過の中で症例２）より、高機能義手を使用してみたいとの希望があった。オット

ーボック社製のハンドと比べて重量が重くなることを考慮し、体幹・上肢の筋トレ・

義手の牽引方法について検討し、高機能ハンドの使用を検討した。ハンドはオズール

社製の i-limb を選択した。高機能ハンドの導入は、再度短期入院リハビリにて実施し

た。以下高機能ハンドでのリハビリの様子を示す。 

 

 

 

 

 

 

 その後本支給申請へと至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

義手ノート表紙 実際の記載内容 
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３－６ 装用訓練等の担い手の育成状況 

 

【離島の連携病院での研修会の開催】 

名称：小児筋電義手勉強会 

日時：２０２３年１１月２２日 

開催地：沖縄県立宮古病院 

内容：小児筋電義手における取り組み（制度から臨床まで） 

発表者：神谷 武志、渡久知 かおり、砂田 和幸 

参加者：医師４名、作業療法士２名、理学療法士１名 

 

【県内の医療従事者を対象とした講習会の開催】 

名称：第４回沖縄小児整形外科講習会 

日時：２０２３年１２月９日 

場所：沖縄県小児保健センター 

内容：先天性上肢形成不全児の筋電義手訓練について 

発表者： 渡久知 かおり 

参加者：医師２５名、作業療法士４名、 

理学療法士４名、放射線技師２名、看護師１名 

 

【小児筋電義手研修会の受講】 

名称：令和５年度小児筋義手専門職養成研修会 

日時：２０２３年１２月１５日～１６日 

場所：国立障害者リハビリテーションセンター 

受講者：上里涼子、長嶺覚子、藤井小羊、渡久地政樹 
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３－７ 外部医療機関等との連携状況（実施体制・対応経過） 

 

 機関名 職種 担当する内容 

1 
(有)砂田義肢製作所 義肢装具士 

・義手製作 

・修正 等 

2 
沖縄南部療育医療センター 作業療法士 

・残存機能訓練 

・義手訓練 等 

3 
沖縄中部療育医療センター 作業療法士 

・残存機能訓練 

・義手訓練 等 

4 

沖縄県立宮古病院 

リハビリテーショ

ン科医師 

整形外科医師 

作業療法士 

・義手処方 

・リハ処方 

・残存機能訓練 

・義手訓練 等 

5 
沖縄県立南部医療センター・

こども医療センター 

整形外科医師 

作業療法士 

・義手処方 

・リハ処方 

・残存機能訓練 

・義手訓練 等 

 

 

４ 事業実施の考察および本事業の振り返り、反省点 

 

令和 3年度から本年度まで、本事業の支援により小児筋電義手診療における導入用

の筋電義手体制を構築することが可能となった。初診患者への初期評価における筋分

離訓練が可能となり、適切なタイミングで導入用の筋電義手の提供ができる環境が整

備された。加えて、今年度は地域医療機関との連携をさらに深め、離島の連携施設に

おいても支援を開始することができた。離島県である本県における小児筋電義手の問

題点や診療体制のあり方について、問題解決に向けた経験をすることができた。小児

義手診療を沖縄県全域で推進するために、ハード・ソフトの両面から診療連携ができ

る体制を検討していきたい。 

また当院ではこれまでに 6名の児童に対して、小児筋電義手装用訓練を実施し、う

ち 4名の児童が本支給決定となった。令和３年度より、本事業の支援をうけこれまで

沖縄県では実施困難であった、小児筋電義手訓練の開始することができた。本事業の

支援を基盤に更なる訓練体制の整備・沖縄県全域での普及を進めていきたい。 
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５ 沖縄県における小児筋電義手の支給状況等 

 

沖縄県における小児筋電義手の訓練および本支給決定の状況 

（令和３年度から令和６年５月まで） 

 

令和３年度の対象者： 

 1：先天性左前腕形成不全 8歳 女児 

 →装用訓練開始 1年後、本支給決定。 

 2：先天性左手指形成不全 4歳 女児 

 →装用訓練開始 2年後、本支給決定。 

 

令和４年度の対象者： 

1：先天性左上腕形成不全 ３歳 男児 

→装用訓練開始 2年。現在も当院にて通院リハビリ継続中。 

小児用の肘継ぎ手の選択・牽引方法について検討している。 

今後も本支給申請に向け、継続的に支援していく。 

 2：先天性右前腕形成不全 ２歳 女児 

→装用訓練開始５か月後、本支給決定。 

 

令和５年度の対象者： 

 1：先天性両上肢形成不全 ７歳 女児 

→装用訓練継続中 

2：先天性左前腕形成不全 (離島) 14 歳 女児 

→装用訓練開始 1年後、本支給決定。 
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６ 発表関連資料 

 

〇 第３９回日本義肢装具学会学術集会 

日 時：２０２３年１０月２８日～２９日 

場 所：岡山コンベンションセンター 
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○ 令和５年度 小児筋電義手勉強会 

日 時：２０２３年１１月２２日（水） 

場 所：沖縄県立宮古病院 

 

  

  

13:30

14:00～14:10

14:10～14:30

14:30～14:40

14:40～15:10

15:10～15:40

15:50～16:50

16:50～17:00

筋電義手紹介② 琉大：渡久知かおり

休憩

症例提示・実診療 神谷・参加者全員

閉会の挨拶・記念写真 参加者全員

琉球大学病院での訓練の実際 琉大：渡久知かおり

質疑応答

筋電義手紹介① 琉大：神谷武志

小児筋電義手勉強会 in 宮古島

担当

準備 参加者全員

開会の挨拶・事業概要 琉大：神谷武志
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○ 第４回沖縄小児整形外科講習会 

日 時：２０２３年１２月９日（土） 

場 所：沖縄県小児保健センター 
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